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ポス ト ・モ ダ ン論 ・序 説(1)

向 井 正 也

も とも と建 築 の分野 か ら生 まれ,1吟 日広汎 な文 化 の諸 領域 で ,キ ー ワー ド

として論議 され るに至 った ポス ト ・モダ ン とい う言葉 につ いて ,こ こで は狭 く

本 来 の,建 築 ・デザ イ ンの問題 について,在 来一般 の ジャーナ リステ ィ ックな

見方か ら離 れて,よ り客観 的 に,何 よ りも歴史的 に,そ の思想 と様 式 に関 す る

問題 につ いて考 察 し,か つ批 判 してみたい。

この10年,さ らに溯れ ば ,ほ ぼ4半 世 紀 に も及 ぶ ポス ト・モダ ン状 況 の,

こ こ数年で の表相面 で の大 きな進展 とい える ,建 築 ジ ャーナ リズムは もとよ り,

「ア カデ ミズム の認知 」2)として,も はや 学会 を もま きこんだ ポス ト ・モダニ

ズ ム受容 の状 況下 にあ るわが 国で は ,こ れ まで,こ れ を対象 とした論議 や批判

の展開 はほ とん ど皆無 の状 態 であったが ,昨 今 にな ってよ うや く,そ の背後 で,

次 期段 階へ の模 索 の声3)も 聞かれ るよ うになって来 てい る ことはポス ト・モダ

ニズム を何 らかの形で ,歴 史 の俎上 で裁 断 し,検 討 しうる段階 に達 した もの と

見 て よか ろ う。

もとよ りこうした限 られ たスペー スで は如何 ともしがたい大 きなテーマで あ

る上 に,私 自身未 だ手 さ ぐりの状 態で しかないので,こ れ は ,か ね て考 えて い

るポス ト ・モダ ン(以 後PMと 略 記)の 諸 問題 につい ての粗 い覚書 に しかす ぎ

ない。 いずれ これ を足場 に,個 々 の問題 について掘 り下 げ ,考 察 をふか めた い
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と考 えてい る。

思 想 と表 現

ポス ト ・モ ダニ ズム は,今 日では一つ の様式 であ るか に見 られ るが,こ れが

欧米 の歴史 上 の建築様 式 と異 なるの は,そ れ が成立 す る以前 の段 階で の個人 的

な思考 に よる命名 であ る とい う点 にあ る。

この語 は一 般 にイギ リスの建築評 論家C.ジ ェンクスの著書4)か ら来 た こと

が,い まで は定説 とな り,PMと い えばジェン クスが元 祖 の ように考 え られて

い るが,コ トバ だけか らい えば この語 は彼以前 に もしば しば欧米 の建 築論 に出

て来 ていた こ とは,ジ ェンクス 自身,前 記 の著書 の巻頭 の附記 の中で くわ し く

解 説 して い る とお りで あ る。5)だが 問題 は単 な る表 面上 の コ トバ で な く,こ の

語 が どの ような意味 でつかわれ,そ れが実作 とどうか らみ合 って来たか とい う

事 で,こ の点か らすれ ば,問 題 をふ くみつ 〉も,一 応 ジ ェンクス をポ ス ト・モ

ダ ンの 〈元祖 〉的存在 と見 な しうるだ ろう。

前述 の ように,ジ ェ ンクスがPMと い うコ トバ を最初 に用 いた時,こ の語 に

ふ さわ しい意味内容 を もつ表現が,既 にあ らわれ ているわ けではなか った。端

的 にいっ て彼 は,当 時 のモダニズ ム批判 の動 向 を,お のれ の理論6)に 照 らして,

来 るべ き状 況の先取 りをしたので あって,こ う した彼 の未来予測 で は,早 々 と

命 名 した来 るべ き新様式 のカ タチの ことな ど,何 等 の見 当 もついてい なか った

こ とは明 らかで ある。彼 はこの新様式 の名 を冠 した前記 著書 の初版 の中で,特

に新様 式 の建 築 につい て論 じた第3章"PostModernArchitecture"で,そ れ

に当る(実 は不在 の)「 実例 」 の選 擇 に苦慮 したで あ ろう し,そ れ につ いては

手 痛い批判 もうけてい る。

た とえ ばG.ブ ロー ドベ ン トは本 書 の紹 介 で,前 述 の 「第3章 」 は,「 最 も

冒険的 で,最 も議論 を呼 ぶ部 分 だ」 といい,こ こで は,「 ジ ェンクスが どうい

う事態 を望 んで いるか を示 さね ばな らな い ところだが,彼 は,何 人 か の建築家
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たちが近代建 築 を乗 り越 えた方法 をおぼ ろげ なが ら示 して はいる ものの,(中

略)結 果 は必 ず し も,ま った く新 しい建 築 に な っ て はいな い」 とのべ て い

る。7)

事 実 この書 の初版 で は 「第3章 」の作例 は,当 然 の ことなが ら,今 日のポ ス

ト ・モダ ンの建築 とは,表 現 の上 で きわ立 った差 が み とめ られ る。お そ ら く,

ジ ェンクス自身 に とって も,か な り意 に満 たない作例 だった と見 られ よ う。ル

シア ン ・クロールのルー ヴァ ン大 学の ア ド ・ホ ック建築 とか,ロ バー ト ・ヴェ

ンチ ュー リのプラ ン ト邸 な どはPMの 萌芽 的な作例 といえ ると思 うが,こ の段

階 で は,そ れ ほ ど適切 な作例 は見 当た らぬ こととて,苦 しまぎれ に,彼 自身 の

理 論 か らして もあ て は ま らな い よ うな菊竹 清訓 の「東光園ホテル」('63-'64)

や 黒 川紀 章 の 厂国立子供 の国ロ ッジ」('64-'65)な ど を引 きあい に出 した り,

「ポス ト」で はな く 「プ レ」 モダニズ ムだ と批 判 され た,ア ンニオ ・ガ ウデ ィ

の 「カサ ・バ トリ ョ」('04-'06)を と りあげ,こ れ を最高 の作 例 と考 えた り

してい る。8)

と ころで,こ うして先取 りされた状況 を支配 す る様式 として のPMと い う コ

トバ そのものについて も,ジ ェンクス自身 はじめか ら決 して満足 してい たわ け

で はない。彼 は前 記著書 の初版 の序文 の冒頭 にお いて,内 容 の あい まい さか ら

本 当 は どう呼ぶ べ きかわか って いな い この コ トバ について,「 最近 の建 築 に関

して使 う上 では,必 ず し も最 も適 切 な表現 とはいえない。 それ は,と らまえ ど

ころが な く,フ ァッシ ョナブルで,何 より悪 い こ とに消極 的で あ り,ま るで女

性 を 「非男性」 と定義す る ような ものだ」 とのべ てい るし,さ らに同書 の改訂

版 の序文 の中 で は,彼 が1975年 に は じめて この コ トバ を使 った時 は,ポ ス

ト ・モ ダニズムの建 築 とい うの は一時 的な呼び名 で しかない と考 えてい た」 と

のべて いる。

ところが その呼び名が大 い に当 ったのであ る。 それ は一つ の文化 的状 況全体

に関 す るす る呼 び名 として,「 時代 の大 きな潮 流 を指 す 〈時代 の冠 詞>9)」 な
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どといわれ る程 に大 きな発展 を示す ので あ る。 これ はかってモダニ ズムの時代

が,一 名 厂機 能主 義時代 」("TheEraofFunctionalism")と よ ばれ た ものに

対 す る 「ポス ト ・モ ダニズム時代」("TheEraofPost-Modernism")と い え

よ う。

こうした発展 に ともない,建 築 の実作 の上 で も ,よ うや くPMの 名 に見合 っ

た表現 が顕 在化す るに至 るのだが,そ うした過程 の進 行 に応 じて ,ジ ェン クス

はその時 々の状況 につ じつ まを合わせ るべ く,こ れ まで大 まか にPMと 呼 んで

い た新 しい潮 流 を類別 す る試 み を示す よ うにな る。1°)だが こう した類別 は
,そ

の後PMの 風 化の過程 を経た現在で はほ とん ど無意味 な もの になって しま うの

で ある。11)

コ トバ の 問 題

PMと いうコ トバ は,前 述 の ように,ジ ェ ンクス に とって ,独 自の理論 か ら

す る未来予 測 によ る,新 しい建築12)に対 す るネー ミング として彼 自身 はそれほ

ど適切 とは思わ ない まで も,と りあえずつ けてお く程 度 の ,一 時 的なよび名 だっ

た。 それゆ え彼 に とって,こ の コ トバ その もの は ,内 容 とのか かわ りあいの上

で の深 い考 察の所産 でなか った ことはた しか であ る。

だが,当 初 はそ うした,軽 い,い わ ば仮称 的 な よび名 か ら出発 しなが ら も,

この語 はやがて 「正統派 のモダニズ ムに対 抗す る最近 の傾 向 を表 わすの に適切

な コ トバ とな る」 とともに,ジ ェンクス自身 も,や が て この語 を一時 的な よび

名 とす る当初 の考 え方 をすっか り改 めるに至 った とのべ てい る。13)

こ う した新 しい様 式名 の定着 の背後 には ,様 式 の原意 な どとは全 く無 関係 な

後述 す る建 築言語 の表現 の巾の無制 限 ともい える拡張が あ る一 方で,そ の様 式

は,本 来 の意味 か ら離れ,そ の字義 にこだわった表層的 な解釈 が ,何 よ りも建

築 ジャーナ リズムで まか り通 ってい るい る ことは問題 だ と思 う。

これ はまさにかっての モダニ ズムにお ける機能 主義 の解釈 の一傾 向 として

.・



"LiteraryFunctionalism"と 併 行 的 な"LiteraryPost -Modernism"と で もい

える傾 向で ある。機 能主義 を正 し く理解す る上 で 「機能」 とい うコ トバ は必ず

しも必要で はな く,時 として この コ トバ に拘泥 す る ことか ら,か えって機 能主

義 の真意 を曲解 す るこ とが しば しばあったが,こ れ と併行 的な事 態がPMの 場

合 にも起 ってい るので あって,そ の端的 な例 として井上章一 の小論 「近代建 築

再 考」14)があ げ られ よう。

この論考 は,今 日のPM論 が往 々 に して陥 りやす い誤 りを,や や誇張 的 に示

して い るのだが,こ こで気 付 くこ とは,一 般 に"Literaryな"傾 向の強 い論

議 は,「 歴史 を知 らない」,さ らには 「歴史 をふ まえない」 とい う事実で ある。

よろず,歴 史的 に考 えず,正 し く歴史 をふ まえない,通 り一 ぺん の公式 的 な知

識 によって,も の ご とを単純 に割 切 って考 えるポス ト・モダ ン論が,こ の他 に

も数 多 く見 られ るが.15)そ こで の問題 は 厂モダ ン」 或 い は 厂モ ダニズム」 を非

歴史的 に解す る ことが多 い とい う事実 であ る。

これ はかつ ての機能 主義論 によ く見 られた,「 い つの時代 にも機能 主義 はあっ

た」 という論法 と併行的 な もので,前 記井上 の近代建築論 は基本的 にそ う した

ポス ト ・モダニズム の非歴史 的規 定 に もとつ くもの といえ るが,ジ ェン クス も

また,厂 モ ダ ン」 を 「歴 史 的な もの」 として解 して いない こ とは,彼 が その著

「レイ ト ・モ ダ ン ・アー キテ クチュア」 にお いて,「 何故 近代建 築 は日本 にか

くも容易 に うけ入 れ られ たか」 という設 問 に答 えて 「それ は日本 に とって決 し

て新 しい もので なか った か らだ」 とのべ てい る。 す なわち 日本で は,「 伊 勢」

や 「桂 」 な ど,伝 統 的建 築 そ の もの が 「モ ダ ン」 だ っ たか ら とい うので あ

る。16)この こと はまた前 述 の,彼 がPMに つ いて の,一 時的 な よび名 とい う考

え方 を変 えた理 由の一 つ として,こ の語("modern")の ふ くみ としての 「パ

ワー と同時代性 」 をあげてい るこ とに もうかがわれ よう。17)

この ように 「モダ ン」 なる語 をあえて非 歴史的,自 己規 定的 に解 す る向 きは,

自 らが ポス ト・モダ ンの 「つ くり手」 あ るい はそれ への同調的立場 に立 つ もの
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で,(ジ ェンクス の発 言 もまた,こ の双 方 の立場 によ るものであ る)ポ ス ト ・

モダニズム を対 象化 す る,或 い はこれ に批判 的な立場 か らは自ず と 「モダ ン」

を歴 史的 に把握 しよう とす る試みが必要 であ る。 そう した例 は欧米 で はともか

く,も ともとわが国で は皆無 に近い状態 であ ったが,近 年 の前記 「アカ デ ミズ

ムの認知」以来 ます ます これ に拍車が かけ られ よ うとしてい るのは問題 で ある。

そ もそ も,わ が国 で は こうした事 態 に至 る以前 の段 階で,「 モ ダ ン」 或い は

『モダニ ズム』 などについて の用語上 の混 乱 は目に余 るものが ある。 これ は も

とよ り本稿 とは別 に論 ずべ きテーマで はあ るが,そ うした事態がPM状 況 とも

か らみ あい をもつ関係 か ら少 しふれ る ことにす る。

まず問題 とな るの は 「近代 建築」 とい うコ トバ であ る。 この語 は,少 な くと

もわが 国 の建 築 につい て用 い られた の は,も っ ぱ ら19世 紀 末 にお こっ た欧米

の近代建築運 動 の線 につ なが る建築 にのみ限 られ ていたの だが,こ うした慣例

は今 日で は全 く無視 せ られ,「 近代建築 」 な るよび名 の対 象の 巾 は大 き くひろ

が り,時 代 的 に も,そ の上限 は幕末 や明治維新 を もふ くむ な ど,在 来 は様式折

衷 の故 に,近 代 建築 と区別 して,「 明治 洋風建 築」 とか 「擬洋風 」 な ど と呼 ん

で いた もの を もすべて ふ くめた,「 日本 の近代 建築 」 さ らに は 「近代建 築」 な

る呼称 がい まで は定着 したか の観 があ る。 こ うした変 化 のい きさつ につ いては

村松貞 次郎博 士 の解説18)に ゆ ずるが,と もか くこうい う変化 をひ きお こす源 と

なった もの は,何 とい って も,実 作 は ともあれ理念 としての 「モダニズ ムの解

体PM状 況 へ の移 向」 にあった こ とは明 らかで あ る。19)いまや わが国 の

建築史 関係 で は,「 近代 建築 」 とい う一つ の言葉 が二様 に も三様 にも用 い られ

る とい う用語上 の混 迷 は一般 に もひ ろが りを見 なが ら も放置状 態 にあるの は問

題 であ る。 なお こうした事態 は 「近代 建築」 だ けに止 らず,こ れ とほ とん ど同

じ意 味 あい か ら,「 モダ ン」或い は 「モ ダニズ ム」 な どについ て も同様 にい え

る こ とで あ る。例 え ば,先 年,神 戸 で美術 一デザ イ ン展 の タイ トル となった

「大 阪 ・神 戸 のモ ダニ ズム」2°)にお けるモ ダニズム な ども本来 の西 欧近 代運 動
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にお けるの モダ ニズ ム とは全 くちが った レベル の もの であ り,こ うした使用

例21>も,近 時 ます ます一般 的 になって来 てい るよ うに思 われ る。以上 用語 の混

乱の源 の一端 はPM状 況 にあ る ことは明 らかだが,こ れ につ いては他 の機会 を

まっ ことに したい。

〈反 〉 の 問 題

PMの 建築 的姿勢が,何 らか の形で,理 論 や実作 の上 にあ らわれ る ようにな

るの は,何 といって もまずアメ リカで,60年 代 半 ば ごろと見 てよか ろう。22》

そうした ことの もっ とも典 型的 な例 はロバ ー ト ・ヴェ ンチ ュー リの建 築作品

と そ の 著 「建 築 の多 様 性 と対 立 性」("ComplexityandContradictionin

Arch.",'66以 下"C&C"と 略 記)で あって,ジ ェ ンクスが前記 の諸 著 をあ

らわす上で,こ れ らを通 して思想的,感 覚 的 に受 けた影 響 はか な り大 きか った

もの と見 てよか ろう。

この点で ジェ ンクス は また,ヴ ェンチュー リの他 に も,ア メ リカの建築 家,

チ ャールズ ・ムーアや ロバ ー ト ・スターンな どに も負 うところが大 きか ったよ

うで その ことを彼 は前記 の著 書 「PMの 建築 言語」 の中で上 の3人 の建築 家 を

「PMの 中核 的3人 組」("Threeofthehard・corePMs")と 呼 ぶ ことで明 ら

か にして いる。

そ うした彼が ヴ ェンチュー リの作品 の中にマニエ リスムを見出 してい るの は

注 目に値 す る。彼 は同書 の 中で ヴ ェンチ ュー リの 「歯 科医 と看護婦 の本 部 ビ

ル」('60)を と りあ げ,こ れ を 「ポス ト ・モ ダニ ズム の最初 の 反 記念碑 」 と

呼 んでい る。23)ここ でわれ われ は,ポ ス ト ・モ ダニ ズムの発生基 盤 をめ ぐって,

そ の後の発展 の中で ともすれば見失われが ちな,西 欧 マニエ リス ム とPMと の

類縁 関係 にあ らためて 目を向 ける必要が あ ると思わ れる。

そ うした点 に何 よ り注 目 しつ 〉,PMの 教 書,ヴ ェンチ ュー リの"C&C"

を,「 一貫 したマニ エ リスム論」 と考 え るC.ス ミスは,ア メ リカにお けるP
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Mへ の転 化 の時期 を,大 まかに この書 の出現 の前後 として とらえる と ともに,

この時期 において は,ア メ リカの傑 出 した建 築家 のか な りの人々が前 記 の類縁

性 に注 目していた事実 を指摘 してい る。24)

と こ ろで,こ こで ほ とん どの場合問題 とされ るマニエ リス ム とは,一 連 の西

欧マニエ リスムの 中で,特 にイ タ リアの場 合で ある。 これ は,そ うした類縁性

が単 に両者 の間の作品面 だ けに止 らず,そ れ ら背後 にお ける政治 的,文 化 的状

況 に つ い て もい い う る こ とに よる もの で ある。 ス ミス は これ を1962年 か ら

1972年 の ア メ リカ のPM状 況 と1520年 か ら1620年 の イ タ リア(マ ニエ リス

ム 的状況)と の対比 として示 したが,24)イ タ リア の場 合 その背景 となる もの は,

い わゆ る 「ロー マの刧掠 」("SaccodiRoma")}こ よ るmマ の壊 滅 とい う一

つ の 破局(環 境 破壊)で あったの に対 して,ア メ リカ の場 合 は,ヴ ェ トナム

戦争 の泥 沼化 の進行 と国内 におけ る激 しいそれへの 〈反〉 の運 動 に加 えての経

済 的破綻 とい う,や は り一 つの破局 で あった。それ故PM及 びマニエ リスム は,

併 行 的に,か って会 田雄次 がのべた ように,ま さし く 「抵抗運 動の挫折 の建 築

的表現 」25)をに な うもの だった といえ よう。

ところで,こ うした抵抗運動 は,ひ とりアメ リカだけに と 〉'まらず,ほ とん

ど同時 的 にグ ローバ ル なひ ろが りを もつ もので あった。1969年 フ ラ ンスの学

生運 動 に端 を発 して,世 界各地 にまきお こった政治や社会制 度 な どに対 す る異

義 申立て の反乱(学 園紛争)の 嵐の 中でのモダニ ズムの建築 は,こ の運動で批

判 の的 となった近 代産業社 会の建築 として,こ れ に対 す るさまざ まな面か らす

るマ ニエ リスム的 な 〈反〉の表現へ の示 向が26),既 に進 行 しつつあっ た前述 の

アメ リカのポス ト・モ ダニ ズム の先駆 的な活動 に よって大 き く影響 され た こと

はい うまで もない。 い まさ らなが ら我 々 は,ヴ 土ンチ ュー リの この書 のPMに

対す る重 要性 をあ らた めて再認識 す る必要が あ ると思わ れる。

この ことは本書 を,ル ・コル ビュジエの 「建築 をめざ して」('23)以 降,建

築 についての著作 の うちで最 も重 要な ものだ とした ヴ ィンセ ン ト ・スカー リー
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の予言的 なコ トバ に もうかが えよ う。 この コ トバ は,ヴ ェンチュー リの この書

が,モ ダニズ ムか らポス ト ・モダニ ズムへ,い いか えれ ば広義 のモダニ ズムの

プアンクシヨナル ●フエイズ ク ラ シ シス ト。フエイズ ポス ト・モダン●フエイズ マ ナ

発展 過程 にお け る,機 能主 義的局面(古 典 主義 的局面)か らPM的 局 面(マ ニ

エ リスム的局面)へ の転換 について果 した役割 の大 きさ を裏書 きする もの とい

える。た だ,こ の場合 のヴ ェンチ ュー リの 「ポ ス ト・モダニ ズム」 はいか に も

「始祖 」 にふ さわ しい,転 換 点で のカジ取 りと して,新 しい運動 の基本 線や 方

向 を示 した,い わ ば 「原 理 的 な もの に止 まっ た」27)ので あ って,ま た そ の

く反 〉の対 象 として は明確 に 「西欧モ ダニ ズム」で あった ことは,上 記 の個所

での スカー リイの指摘,「 ヴ ェ ンチ ュー リの立場 は コル ビュ ジエ のそれ とは正

反対 の,そ れ を補 完す る もの」に示 され る と思 う。

論 者 の中 には ここでの 〈反〉 の対象 を,「 国際様 式」 だ とす る0.ア キ ンの

ような例28)も 見 られ るが,こ れ は先述 のよ うに,モ ダンな る語 を非歴史 的 に軽

く解 した もので あ り,PMを そ の起 点 にお ける く反〉 とい う思想性 をぬ きに し

て,こ れ をもっぱ ら様 式 の問題 とのみ考 え るもので ある。 ア キンが い うように,

そ の後 の発 展 の結 果,「 実作 において は ともか く,理 念 や思潮 としては完全 に

崩壊 した」モダ ニズム の 「様式 化」 をみ とめ るにして も,そ うした 「様 式化」

は,決 して 「国際様 式」 とい う名のア メ リカ ・モダニズ ムの建 築か らで はな く,

根 元 的に,あ くまで も西欧 モダニズム の理念 や思想へ の 〈反 〉 によってみ ちび

かれ た もの と考 え られ る。

ご く一 般 論 的 に い っ て,正 統 派 近 代(Orthodoxmodern)と し て の

"modern"に 重 い歴史 的
,社 会 的 な意 味 を もたせた建築運動 で ある西欧 モダ ニ

ズム は,出 発 点 にお い て,そ の理念 か ら外 れ信条 に反 す る一 切 の もの を 「排

除」 する 「純粋 化」 によってその 「革命」 を達成 しよう とした といえるが,そ

うした 「革命 」 に対 す る 「反革命 」 として のPMは,そ の真 向か らのア ンテ ィ

テー ゼ として,何 よ りもまず,方 法の基盤 をモダニ ズム の 「排除性」 に対 す る

「包摂性」 にお いた とい える。
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モダニズム建築の発展

徐蓮

歴
史様

式

嚢
篳

他
領墾

A

卩口

(折衷 包 摂)EXCLUSIVE__

Eclecticismof("EITHER-OR")

StyleorTaste

'L'.1

傘 臑欝夏二搾

殴坐り輝運》仲
1「 曳、、 、

φ…一 袤纛 逗一¥
キ
8

1レ ご二:二∠ ＼一一 豢

緊 讐
、 ノ

ー 一プー 一 印 一

⑪HISTORICALSTYLE(排 除 収 斂)

●MACHINEFUNCTI°NALISTPHASETECHNOLOGY(TheClassicistPhase)

QKtRhACULAR(RATIONAL)

INCLUSIVE

("BOTH-AND")

,ノk'

→ビユ ヤ 守
1、 !

<

(包 摂 ・拡 散)

POST-MODERNPHASE

(TheManneristphase)

(IRRATIONAL)

ここにPMの もっ とも基本 的 な手法 として の 「折衷 主義」("Eclecticismof

StyleorTaste")へ の 道が ひ らけるので あ るが,そ こで引用 され る様式 の中

で何 よ りも重 要な もの は,西 欧的伝統 にお ける歴史様 式で あった ことは,そ れ

がモ ダニ ズムの規範 にお ける最 も重 要な禁忌 の項 目 と見 なされていた こ とか ら

も明 らか であ る。 この こ とはまた歴 史様 式 の引 用の実例が,PMの 比 較 的初期

の段階 におい て,前 記 「始祖」 ヴ ェンチ ュー リやムー アの作 品の上 にいち早 く

あ らわれて いる29)こ とか らもうかが えよ う。

歴史様 式 の引用が最 もきわ立 った形 でPMの 発展過程 の上で一 つの節 目 とし

てあ らわれ るの は,ヴ ェネツ ィア ・ビエ ンナー レの第一 回国際建築 展 にお いて

であ る。建築 家 ボル トゲー ジの主宰 に よる,こ の展 覧会 の総合 テーマ は 「過去

の現 前」("LaPresenzadelPassato")で あ り,世 界 各 国か ら選 ば れた建築

家 たち によ り,歴 史様式 に よる こ とを前提 とす る20の フ ァサー ドの競作 が試
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み られて いる。30)

こ う した時点 で は,も はやアメ リカだけで はな く,ヨ ーロ ッパや 日本 で も,

PMに お け る歴史 への 回帰現 象が見 られ は じめてい たが,そ うした情勢 の変化

にい ち早 く即 応す るかの ように,ジ ェンクス は早速"A/Design"誌 に,特 集

として新 論 考"Post-ModernClassicism"(5-6/'80)を 発 表 して い る。 こ

こでの作 例 には前 記 ヴェンチ ュー リや ムー アや ジ ョンソンの もの の他 に,後 に

PMの 記 念碑 とまでいわれ たマイ ケル ・グ レィヴス の 「ポー トラン ド市 庁舎」

("PublicServicesbuilding")が モ デルや 見取 図 としてす で にあ らわ れて い

る。

ここで はまた,前 記 ビエ ンナー レ建築展 に,わ が国 では唯一 の招 待作 家となっ

た木 島安 史の 出品作 「松 尾神社 」 の独 特 な様 式柱('75)や,パ ラディオのヴィ

ラか ら引用 した窓 の作例 として磯 崎新 の 「富 士見 カ ン トリー クラブ」 が とりあ

げ られた りしてい るが,例 に よって ジェン クス の 「状況 の先 取 り」 であ り,そ

の理論 に見合 う作例 として は未 だ しの感が 強い。

こ こで ジ ェ ン ク ス は前 記 グ レ ィヴス の 「市 庁舎 」 を高 く評価 して い るの

は,31)ま だ 設計 の段 階 なが ら,こ れがや がて彼 の い うPM古 典 主義 の作例 とし

て最 も典 型的 な もの と考 えたか らで あろ う。 そ してその後約3年 これが作品 と

して完成 し公表 され た1983年 に は,こ の他 に も同 じ傾 向 の,こ れ にお とらぬ

記 念碑 的作 品が 発表 されて い る。磯 崎 新 の 「つ くばセ ンター ビル」 とリカル

ド・ボ フィル の 「マル ヌ ・ラ ・ヴ ァレの集合住 宅」で ある。 ここに3巨 匠の古典

主義 の大 作が同時 に出 そ ろうとい うこ とで,PMは,よ うや くこの時 点 におい

て歴史 主義 として何 らかのいみで一つ の確立 の時期 を迎 えた と見 る向 きが強 い。

この年 の翌('84)年 来 日 した ジェ ンクス も,日 経 アーキ テ クチ ュアの イン ク

ビュー に応 じて,「 最近 の4年 間でPMの 意 味 は きわ めて明 瞭 になって きてい

る」 とのべ る とともに,・そのPMと は ポス ト ・モ ダ ン ・クラシシズムで あ り,

そ れ は今 や欧米 で一つ の様式 にさえなって,そ のスタイルが はっ きりイ メージ
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され る ようになって来 てい る」 として,最 初 の彼 の著 書 の出版以 後 の4年 間の

PMの 進 展 に注 目 してい る。32)

こ う した事態 は,わ が国 において も,建 築界一般 で のPMに 対 す る認識 に変

化 を与 え,ひ いて はア カデ ミズムの認知 にまで発 展す る結 果 とな った と思 われ

る。'85年 の 日本建築 学会 賞作品部 門に,ポ ス ト・モダ ン関係 か らはじめて,

毛 綱 毅 昿 の作 品 が 選 ば れ た こ とはそ の こ とを象徴 的 に物語 る もの とい えよ

う。33)だが これ を よ り端 的 に示 したの は,ほ ぼ同 じ時 点で,東 京 と京都 の国立

近 代美術館 で開かれたPM関 係 の2つ の展 覧会だ った と見 られ る。34)

以 上 のよ うな 「認知」 は,も とよ り先行過 程 の進行 に よる ところも大 きいよ

うで,こ れを何 よ りも決定 づ けた要 因 と考 えられ る もの は,大 規模 な国立 の施

設 をPM様 式でつ くる とい う前記'83年 の 「つ くばセ ンター ビル 」の完成 だっ

た と思 われ るが,そ の設計 者磯 崎新 は,同 じ時点 で またPM様 式 に よるロサン

ゼ ルス現 代美 術館 の設 計 の最終 案 を発表(完 成 は'86)35)し て い る事実 もまた

見落せ ないで あろ う。

装 飾 主 義 の 問 題

モダニズム の禁 忌へ の 〈反〉 として,前 述 の歴 史回帰 の現 象 と並 んで,PM

建 築 で最 も中枢的 な役 割 をになった もの は,装 飾 主義で あ ろう。 そして ここで

問題 にな るの は装飾一 般で はな く本 来 の狭義 の意 味で のいわゆ る付加 的装飾 で

あ る。そ のいみで ここで の 〈反 〉 は一般的 に反モダニ ズム とす るよ りは,工 業

主 義的な合理性 に根 ざ したバ ウハ ウス流 のいわ ゆる機械偏 重的 な機能主義 へ の

〈反〉だ と考 えるべ きだ ろう。

モダニ ズム はそ の展 開の過程 で,当 初 の こうした機能 主義か らもた らされ た

"FormohneOrnament"の 理 念 に もとつ く装飾 一般 へ の禁忌 の厳 しさが次第

にゆるんで,理 論 は ともか く,実 作面 で は色 彩 をは じめ として,素 材 や構造 な

どの取扱 い方の工夫 に よ りたえず何 らかの広義 の装飾 を試 みて来 た ことが認 め
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られ るが,狭 義 の付加 的装飾 は こえがたい最後 のmと して厳 しい タブーの対

象 とされ て来 た。 この禁忌 はモ ダニズムが第2の 発 展の場 をアメ リカ に移 した

場合 で も不変 で あ った こ とは,30年 代 は じめ にアメ リカ ・モ ダニズ ムの指導

的原 理 となっ た 「国 際 様 式」36)の 様 式的規範(Canon)の 一 つが 「付加 的

装飾 の忌避」 だ った ことにも明 らか であ ろう。

PMに おけ る装飾主義 の初期 のあ らわれ もまた前記 歴史様 式 と同様 ア メ リカ

に見 られ る ことは興 味ぶ かい事実 で ある。「国際様 式」 によ る近代運 動 の最大

の拠点 で あったニ ュー ・ヨー ク近代美術館(MOMA)は,70年 代 半 ば,早 く

も自 らの運動 の変質 に注 目し,「 抽象 か ら象徴 へ」 とい うPMへ の変換 を強調

す る方向へ と転 じた とい うが,こ の時点 でア メ リカで は,既 にPMに 対 す る認

識 がかな り明確 な ものにな って いたよ うだ。 これ について ロバー ト ・A.M.

ス タ ー ンの い う,rPMに つ いての3つ の原理」37)の中 の一つが 「装飾 主義」 だ

った ことは注 目に値す る。 ムー アが シーラ ンチやニ ューヘブ ンの自邸 で試 みた

スーパ ーグ ラ フィ ックはその早 いあ らわれ とい えるが,「 始祖 」 ヴェ ンチ ュー

リの場合 として,ス ター ンは,コ ネチカ ッ ト州 グ リー ンウィッチの 「プ ラン ト

邸 」('70)を あ げ,「 装 飾 に対 す るPMの 立 場 を示す まぎれ もない お手 本」 と

してい る。37)

この 邸 は施主 が ポップ ・アー トの収集家 とい う こともあって,イ ンテ リアに

はA.ウ ォー ホルの作 品等 による装飾が きわ立 ってい るが,決 してそれ だけで

はな く,外 壁 の色 彩や レ ンガのパ ター ンの処 理等 に独得 の装 飾的手法 が見 られ

る。 この レンガのパ ター ンには,早 くも後述 の アー ル ・デ コ調が顔 をの ぞかせ

てい る。

ヴ ェンチ ュー リの装飾主義 の特殊 性 は,PMに お いて一般 の,初 期 モダニ ズ

ムの装 飾の禁忌 への 〈反〉 で はな く,上 述 のモ ダニ ズムの発 展過程 に於 て,禁

忌 のゆ るみの上 にあ らわれ た,素 材 や構造 その他 の建築 的な装飾 の手 法 に対す

る 〈反 〉であ った。
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彼 は,ミ ース ・ファ ン ・デル ・ロー エの常套 的手法 で あった,「 耐火性 能 を

満 た した柱 の上 に付 けた1型 鋼 」 をル ネ ッサ ンス建築 の付柱 な どと同様,「 構

造 を擬 した装 飾」 で あ る として次 の よ うにの べて い る。 「バ ウハ ウスが アー

ル ・デ コや装飾芸術 を征服 して以来,非 建築 的要素が装飾 として用 い られ るこ

とはほ とんどな くな った。 さ らに限定 して言 うな らば,近 代 の装飾 の内容 はい

つ も空 間的で技術 的な ものなのであ る」38)(傍点筆 者以下 同 じ)

彼 のPM的 提 唱で ある 「装飾 され た小屋」("DecoratedShed")の ア ンティ

テーゼ としてのい わゆ る 「あひ る」("Duck")と は こうした空間 的技術 的 な装

飾 の ことなのであ る。 そ うした こ とにつ いて は,ヴ ェ ンチ ュー リの次 の言葉が

端 的 に物 語 るだ ろ う。 「近代 建築 家(モ ダニ ス トの こと)が 当然 の ように付加

的装飾 を廃棄 した際,彼 らは建 物 自体 を装飾 と化 して しまった。 象徴 や装飾 の

代 りに空間 や分 節化 にかかず り合い,建 物全 体 を一羽 の 「あひる」 に変形 して

しまったのだ。 彼 らは普通 の 「小屋」 に安価 で無邪気 な飾 りもの を付加 す る代

わ りに,平 面 とか構造 にシニカルで高価 な変形 を加 えて 「あひる」 を生 み出 し

た ので ある」そ して これ にっ ゴいて,次 の ようなA.W.ピ ュ ー ジンの警句 を

引用 して いる。「構 造体 を飾 りたて るの は正 しいが,装 飾 それ 自体 を建 築 して

はな らない」39>

次 にPMの 装 飾 主義 で 問題 となるの は,前 記 ヴェ ンチ ュー リの プラ ン ト邸

('70)に 既 に示 され てい る ように,そ れが アール ・デ コとの結 びつ きが 強い

とい うことで ある。端 的 にいって,ア メ リカのPMに お ける装飾 の復 活 に は,

何 といって もアール ・デコの復活 の線 が強 いが,こ れ について は,ア メ リカ建

築 におけ る20年 代か ら30年 代 にわた るアール ・デ コの全盛 と無 縁で はない と

思 われ る。

そ もそ もアール ・デ コな るもの は,単 に装飾様 式で あ るが故 に 〈反〉 モ ダニ

ズムであ るだけでな く,本 来 その出発点 において,モ ダニズム を原理 的 にうけ

入 れない,い わばPM的 な特性 をもつ ものであ うた ことは,歴 史的 に見 て も,
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この よび名 のお こ りであ ったパ リ国 際装飾博('25)に お い て,こ れ と,当 時

合理 主義 の道 を頂点 にお しす ンめつ 〉あ ったバ ウハ ウス4°)との正 面切 っての鋭

い対立 の事実 に明 らかで ある。41)

アー ル ・デ コは,両 面 の顔 を もっていた とベ ヴ ィス ・ヒ リアー はい う。 それ

は 「革新 的で洗練 された意匠 と,通 俗 的で キ ッチュ とよばれ る品質 の低 下」 だ

として,次 の ように注 目すべ き発 言 を して いる。 「この こ とは,銀 器 の デザイ

ンの ように,素 材 の高 い価値 が通俗的 な利 用 を阻止 した芸術 には,そ れ ほ どあ

て はまらない。 しか し陶器 デザ インの ように,素 材 の価 値 を無視 して もよい芸

術,あ るいはぜ いた くで はないが,あ らゆ る社 会階級 と関係 の ある建築 のよ う

な芸術 には,い ち じるし くあて はまるのであ る」42)

前 述 の ように,ア ール ・デ コが,機 能主義 ・合理主義 と鋭 く対立す る のは,

何 よりもこうしたキ ッチ ュ性 のゆ えで もあ ろう。 この対立 はまた,非 本 質的 な

も の を 排 除 し て 純 化 し よ う と す る モ ダ ニ ズ ム の 「排 除 の 美 学」

("EXCLUSIVE""EITHER・OR")に 対 す る,無 差別 に と りこみ,折 衷

し,こ ち ゃ ま ぜ に す る 「包 摂 の 美 学」("INCLUSIVE""BOTH-

AND")で も あ ろ う。43)後者 はその まま今 日のPMの 原理 に他 な らない ので あ

り,こ れ に よって もPMの 装飾主義 に 占めるアール ・デ コの役割 の大 き さが う

かが え よう。(PMに お けるキ ッチ ュの問題 は,消 費社会 との関連 か ら稿 をあ

らた めて論 ず るこ とに したい)

ところでアメ リカのPMが 出発点 でふかい むすびつ きを もっていたというアー

ル ・デ コは,そ の線で のポ ップ ・アー トとの結 びつ きとの関連 もあって ,前 記

ヒリアー の 「建築 によ くあて はまる両面 の顔 」 の うち ,当 然 の ことなが ら 「通

俗 的でキ ッチュ」 な傾 向 を強 くもつ もので あった。 ヴェ ンチ ュー リも当初 か ら

この線 を強調 して来 た ことは,そ の 「醜 くて平凡」志 向の理論 に も端 的 に示 さ

れてい る。 こ うした こ とか ら見て も,PMの 装 飾様式 として のアール ・デコの

特質 は,前 述 のキ ッチ ュの線 で,何 ら特定 の様 式 に限定 されず,あ らゆ る地域
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の,歴 史上のすべての造形言語をも自在に選擇引用す`鋳 蓑葯姦ものだったと

いって よい。44)

こ う したアー ル ・デ コの折衷 主義 的特質 につ いて柏木 博 は,「 か っての装飾

は,階 級 的 なモラルだ けでな く,地 域 や時代 に結 び付 いてい た。 ところが,ア ー

ル ・デコ は,古 代 エ ジプ トやメキシ コ,さ らに は日本 や中国な ど ,ヨ ー ロッパ

に とって周 辺的 な(エ スニ ックな)文 化が産 み出 した装飾 を自在 に取 り込ん だ

ので あ る」 とのべ,さ らに これ を 「"古い秩序"の 枠 組か ら装飾 を解放 させ る

もの」 として,こ うしたや り方 に よって,「 装 飾へ のモ ラル意識 が打 ち砕 かれ

る」 ことで,「 アール ・デ コ は,工 業主義 的 な無装飾 を可 とす るデザ イナー に

とってだ けで はな く,あ る特定 の装 飾 のみ を保 持 しよ うとす る人 や ,『装飾 は

分 際 に応 じて』 とい うモ ラル をか た くなに守 ろ うとす る人々 に とって は居心 持

の悪 い悪趣味以外 のなに もので もなか った」 とのべてい る。45)

PMが,こ の ような無政府 主義 的 ともい えるアール ・デコの折衷 主義 を とお

して もた ら した混 沌 は,今 日のPM批 判 の一つ の根拠 とな る ものであ り,前 述

した ように,そ れ は元来 キ ッチ ュ性 の強 い もので ある点 に も問題が あ ると とも

に,キ ッチ ュ性 自体 は何 よりもその反 ・機能性 の故 に多 くの問題 をふ くむ もの

といえ る。46)

こ う したPM批 判 の諸問題 について は ,こ れ にひ きつ ゴいで とりあげたか っ

た,PM的 局 面(TheManneristPhase)に お け る ロマ ン主 義 と世 紀末 の関

連 における症 候=デ カダ ンスの問題 とと もに改稿 の上 で論 じるこ とに したい。

ジェンクス はその著 「PMの 建築言 語」 の冒頭 にお いて ,モ ダニ ズム建築 は

「死亡 した」47>もの と見 て,そ こか ら文字 通 り 「モ ダニズ ム後」 として のPM

の 記述 をは じめて い るが,モ ダニ ズムの発展過程 を歴史的 に注視 す るな らば ,

多 くの識者 たち も指摘 す るように,PMは あ くまでモ ダニ ズムの範 ち ゅうに属

す るもので,や は りその後期的現象 として受 け とめ得 る と考 えられ る。 それ は
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あたかも,イ タリア ・ルネッサンス建築の後期的現象 としてのマニエリスムと

並行的だと見てよいのではないか。

モダニズム建築の理論 と実作 とをめぐる言行不一致に注 目するならば,そ れ

が当初理論 として表現の上に課 していた,当 為や戒律の枠のきびしさは,そ の

発展過程 において実作 の上で次第にゆるみはじめ,こ れとともに,建 築的語彙

の引用の巾の拡張が漸次的変化 として表現の上 に示 されて来たことは,た とえ

ばル ・コルビュジエの作風の変化一つにも明らかである。 こうした過程 の進行

につれ,最 初 タブーであった,さ まざまな造形言語(他 領域言語)の 自由な選

択 と折衷が,す でにPM以 前の段階で,多 岐 に分れた建築の潮流における造形

主義 として示されて来ていたが,こ れがPMと よびうる段階を迎えたのは,何

よりもモダニズム運動の根幹 をなす伝統否定 にか らまるタブー としての前述の

歴史様式 と装飾主義 にかかる禁忌の解除においてであった。

こうした,い わば反モダニズムの最終段階としてのPM状 況は,前 述 のキッ

チュの線 におけるアール ・デコに示された,歴 史上のあらゆる造形言語 を自在

に選擇引用するという,い わば無政府主義的な折衷主義の極限を(少 な くとも

理論的には)志 向することになる。

ジェンクスをして 「PM古 典主義」を論 じさせ るに至った前記ヴェネツィ

ア ・ビエ ンナーレ('80)の 建築展 に集約的に示 された歴史様式の回帰に見 ら

れた 「封印解除」の様相 は,こ の展覧会の主宰者ボル トゲージのいわゆる 「禁

制の終焉」("TheEndofProhibitionism")と して理念的に方向づけられた

と見てよかろう。

ところで,こ うしたいわば折衷主義の極限状態をPMの 理想 と見 るような思

考が,前 述の80年 代半ばの 「PMの 認知」 とほぼ時を同 じくして,わ が国に

おいてもあらわれ,そ れがPMの 存在理由の支えでもあるかの観があるのは問

題である。

例 えばPMを 「あ りとあらゆる表現の 〈同時存在〉 を許容する思想」 と見 る
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建築評 論家松葉一 清 は,PM認 知 の今 日を 「ポ ス ト・モダ ン時代」 として,そ

こで は,「 建築 表現 の あ らゆる様 式 は,軽 重 の序列 を持 たずに並 び立 つ もの」

と考 え,PMを 次 の ように定 義づ けてい る。 「ポス ト ・モダ ン とは,近 代主義

をも含 めた,さ まざ まな表現様 式が,そ れ ぞれ に自立 して完熟 をめ ざし,ま た

互 い に共鳴 しあって時代 の旋律 を奏で る ことを究極 の 目標 とす る建築 思潮で あ

る」48)

こ こで彼がPMの 究極 の 目標 としてモ ダニズム を も含めてい る点 に問題 が あ

る。 思潮 としてのPMは,あ くまで もモ ダニズムへ の 〈反〉 を契機 とす る もの

で,本 来PMは,他 の表現 をすべて のみ こんで も,モ ダニズム の様式(国 際様

式)だ け はあえて う け入 れない ところに存在 の意 味 を もつ もので,43》そ れ を も

包摂 しよう とい う 「究極 の折衷 主義」 とは 〈反〉 の思想 性 を放棄 し,前 衛 性 を

喪 い,も はや思潮 的 にはPMと はよび得 ない 「風化」 の現況 を示す もの と考 え

られ る。 なおPMの 「風化」 の問題 につ いて は他 の機会 にゆず りたい。

あ とが き

PMに つ いて は,ま だ まだ論 ずべ き多 くの問題 が考 えられ るが もはや紙 数 も

つ きた。序説 として大づ かみ にす るにして も,も っ とまとまった ものにしたかっ

たのだが,今 回 は昨('88)年 の意 匠学会 第30回 大会 での発表 の分 を敷延 す る

だけ に止 ま り,そ の ほか は全 く手 つかず に残 され た。 なかで も直接本稿 につ ゴ

〈世紀 末 とロマ ン主義 に関す る問題,あ るい はさ らに,大 衆消費社会 とPMの

関連性 の問題 な ど,い ず れ機 を見 て,本 学会 の研 究会 にて発表 の うえ,続 編 を

もの した い と考 えてい る。

註

1)高 山宏は 「ヨーロッパ的文化は,ま ずその建築への意志にあらわれるという言い古

された言い方によるならば,ヨ ーロッパ的 く対抗文化〉もまた 〈建築の惑乱〉とい
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うか た ち を と っ て まず あ らわ れ る」 と,マ ニ エ リス ム建 築 の場 合 に言及 して い るが,

これ は その ま ま ポス ト ・モ ダ ンの場 合 に もあ て は ま る もので,そ れ は何 よ りも西 欧

の文 化 的 な伝 統 の線 で,ま ず建 築 にあ らわ れ た こ とに注意 す べ きで あ る。

高 山 宏 「ふ たつ の世 紀 末 」(青 土 社,'86)p.124参 照

2)毛 鋼 毅 昿 の 「釧 路 博 物 館 」 「釧路 市 湿 原 展 望 資 料 館 」 に,84年 度 日本 建 築 学 会作 品

賞 が 与 え られ た こ と('85)に は じ ま り,以 後 今 日 まで,ポ ス ト ・モ ダ ンの 関係 の作

品 が 毎 年 必 ず1～2点 同賞 を授 賞 す る こ とに な っ た 事 実 が この事 実 を物 語 る。 註

33)参 照

3)例 え ば 「建 築 雑 誌 」 の 「建 築 年 報 」('88)に お け る 「建 築 デ ザ イ ンの動 向」 な る共

通 の テ ー マ の下 で の2,3の 論 考 に見 られ る もの(小 林 克 弘 論 文,崔 康 勲 論 文 な

ど)あ る い は 「建 築 雑誌 」('89-1月)の 特 集 「ポ ス ト ・ポ ス トモ ダニ ズ ム」 な ど

も 「ポ ス ト ・モ ダ ン後 」 の建 築 デ ザ イ ン の展 開及 び問題 点 につ い て の究 明 を求 め よ

う として い る。

4)CharlesA.Jencks"TheLanguageofPost-ModernArchitecture,"London

(初版'77,増 補 改 訂 版'78,竹 山 実 訳 「ポ ス ト ・モ ダ ニ ズ ム の建 築 言 語 」a+

u,'78)

5)ポ ス ト ・モ ダ ニ ズ ム とい う語 が,建 築 で 最 初 に使 わ れ た の は,J.Hudnut:"The

Post-ModernHouse"(1949)で,N.PevsnerもListener誌 上 で こ の語 を 用 い た

(1966)と か,数 々 の例 を あ げ た後,ジ ェ ン クス 自身 と して,は じめて この語 を用

い た の は1975年 だ との べ て い る。

6)ジ ェ ン クス は,「 ポ ス ト ・モ ダ ニ ズ ム の建 築 言 語 」 の なか で,「 ポ ス ト ・モ ダニ ズ

ム 」 とい う言 葉 は,歴 史 的 な 意 義付 け,地 域 性,隠 喩,空 間 の多義 性,建 築 言語 学

へ の深 い 関心,こ れ らを熟 慮 して で ザ イ ン され た混 交 の 建築 物 に限 って 使 わ れ る べ

きだ として,新 様 式 の特 性 的 諸 傾 向 を概 念 的 に示 して い る。

7)GeoffreyBroadbent,``A/Design"'77-4月

8)ジ ェ ン クス はガ ウデ ィを最 も理 想 的 な ポ ス ト ・モ ダ ニ ス トだ と考 えて い る。 註6)

の,彼 が ポス ト ・モ ダニ ズ ム の特性 と考 え る種 々 の 傾 向 を,「 一 つ に総括 す る建 築 家

は存在 しな い し,ま た それ らを一 つ に ま と め上 げ た建 物 もあ りえな い,も し完 全 に

納 得 の い くポ ス ト ・モ ダ ニ ス トを挙 げ よ とい うな らア ン トニオ ・ガ ウ デ ィ を と りあ

げ るだ ろ う。(中 蕗)確 か に ガ ウデ ィは豊 か な言 語 を納得 い くまで使 って重 要 な意 味

を伝 達 で きた 人 だ」 とい い,そ れ ゆ え この 本 の初 版 で は,彼 の作 品 で もって締 め く
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くっ た」 とのべ て い る。(改 訂版 の序)

9)松 葉一 清 「ポ ス ト ・モ ダ ンの座標 」(鹿 島 出版会,'88)pp.36～ 尸

10)次 の よ うな著 書 を矢 つ ぎ早 に出 してい る。

C.Jencks"Late-ModernArchitecture",London('80)

〃"Post-ModemClassicism",A/Design,5～6/1980,原 田 隆 子 訳

「ポ ス ト ・モ ダ ン ・ク ラ シシ ズム」("a+u",'81-02)〔 ジ ェ ン クス の東 京 に お け

る同名 の講 演('80-11-5)の 概 要 〕

11)例 え ば 彼 が 「レ イ ト ・モ ダニ ズ ム」 の 中 に類 別 し た も の に は,毛 綱 毅 昿 の 「反 住

器 」 な ど,あ とか ら,一 般 に ポス ト ・モ ダニ ズ ム に類 別 され る よ うな も の もあ る一

方,菊 竹 清 訓 の 「東 光 園 ホ テル 」 な ど とい う,先 に彼 自身 が ポ ス ト ・モ ダ ンの例 に

あ げ て いた も のが あ るな ど,内 容 的 にか な り混 乱 が 見 られ る。 一 方 「ポ ス ト ・モ ダ

ン ・ク ラ シ シズ ム」 の 日本 に お け る作例 に つ い て は,相 田 武文 の 「積 木 の家」 とか

毛 綱 の 「鏡 の 家」 な ど は まだ し も,磯 崎 の 「神 岡 市 庁 舎 」 な ど とい う,彼 の 「転

向」 以 前 の,む しろ レイ ト ・モ ダ ン とい え る もの もふ くまれ る な ど,や は り多 少 の

混 乱 は見 られ る もの の,こ こで はす で に,そ の後 本 格 化 す るPMの 先 駆 的作 例 が か

な りの 数集 め られ て い る。

12)そ の手 短 か な定 義 と して,ジ ェ ン クス は 「一 度 に少 な くと も2つ の レベ ル で語 りか

け る建 築 」 だ とい う。 す な わ ち,一 方 で は,そ の 道 の 少 数 の プ ロ に語 りか け る とと

もに,他 方 で は,一 般 の ア マ チ ュア に語 りか け る とい うそ れ故 に混成 的 な もの だ と

のべ て い る。(C.Jencks"TheLanguageofPMArch"p.6)

13)ジ ェ ン クス 「上 掲諸 」p.8

14)「 建 築 雑 誌 」('86-10月)参 照,こ こで井 上 は,ポ ス ト ・モ ダニ ズ ム を機 能主 義 を

の り こえ る主 張 と考 え るが そ の機 能 主 義 につ い て は,全 く字義 通 りに実 用 一点 ば り

の機 能 第 一 主 義 との み単 純 に解 し,こ の 語 の もつ 「ふ くみ 」 や歴 史 的背 景 を度 外 視

し,「 機能 主 義 は近 代 的 で な くモ ダ ニ ズム そ の もの で もな い」 な ど と考 え る と こ ろか

らPMの 解 釈 の上 で混 迷 に導 かれ て い る。

15)こ れ に つい て は,本 紙 の 書評 に お いて松 葉 一清 の 「日本 の ポ ス ト・モ ダニ ズ ム」 に

つ いて論 じた こ とが あ る。 「デザ イ ン理 論 」24(1985)参 照

16)2章 ・4節 「日本 の 建 築 の 多 元主 義 」"ThePluralismofJapaneseArchitecture"

(参 照)「 モ ダ ンに な る た めに は,西 欧 は伝統 をつ くが え さね ばな らなか っ たの に対

して,日 本 で はた だ単 に伝統 の一部 を再 生 す れ ば よか っ た の だ と考 えて い る。
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17)C.Jencks"TheLanguageofPMArch."p.7)

18)村 松 貞 次郎 「日本 の近 代建 築 の歴 史 」(NHKブ ッ クス,'77)pp.12-15

19)村 松 は これ を 「史観 の変 化 」 に よ る もの と考 えて い るが,こ れ は誤 りであ ろ う。 史

観 は人 そ れ ぞれ の 立 場 に よっ て異 る もので あ る上,そ う容 易 に変化 す る性 質 の もの

で もな い。

20)兵 庫 県立 近 代 美術 館('85)

21)た と えば 海 野 弘 「光 の街,影 の街 一モ ダ ン建 築 の旅 」 な どで ひん ぱ ん に用 い られ て

い る。 「岡 崎 に モ ダ ニ ズ ム の 波 は …」 「日本 の モ ダ ン都 市 」 等 々 。 こ こで の 「モ ダ

ン」 とは,大 正 ロ マ ン時 代 ¢),い わ ゆ るモ ダ ン ・ボー イ に お け る 「モ ダ ン」 と並 行

的 な性 質 の もの で あ る。

22)V.ス カ ー リイ は 「ともか く,1965年 頃 か ら建 築家 の対決 的 な ス タ ン スが 明 らか に

な っ て来 た」 とのべ て い る。VincentScully,Jr."ModernArch."p.50

23)こ の建 物 か ら,ス タ ー ン もムー ア もポ ス ト ・モ ダ ニズ ム の手 法 の上 で学 ぶ と ころが

大 きか っ た とい うの だが,そ の窓 の取 扱 い に つ いて,「 この計 算 され つ くされ た醜 悪

さ と無 器 用 さは,ま さ に マニ エ リスム 以 外 の何 物 で もな い」 とのべ てい る。(「PM

の建 築 言 語 」p。98)

24)一 例 として,P.ジ ョンソ ン の,自 作 の ギ ャラ リー に つい て の発 言:「 私 はあ い まい

な も の を 創 り た い。 あ え て い う な ら ば そ れ は 〈マ ニ エ リス ム 的 明晰 さ〉("a

manneristclarity")と で も い え よ うか」("Esquire"'69)が 引 用 され て い る。(C.

RaySmith:"Super-MannerismNewAttitudesinPost-Modern

Atchitecture",'77)

25)会 田雄 次 「マ ニエ リス ム につ い て」(「中央 公 論 」'69-4月)

26)こ の 対 抗 文 化 の 季 節 にあ っ て は,わ が 建 築 界 で も,頭 に 〈反 〉 の字 を冠 した コ ト

バ の 重 用 が この 時 期 の 存 在 を特 徴 づ けて い る。 例 え ば磯 崎新 〈反 建 築 的 ノー ト〉

(「建 築 文 化 」'72)な ど。 毛 綱 毅 昿 も,当 時 釧 路 で,PMの 記 念 碑 的 作 品 く反 住

器〉('72)を つ くって い る。

27)そ の後 日本 を は じめ世 界 の各 地 で 発 展 す るPMの 建 築 は,そ れ ぞれ の地域 的 特 性 や

民族 的伝 説 を反 映 した もの と な って 来 て い る。 ヴ ェ ンチ ュー リのPMに して も,そ

うし たい み で,原 理 とは別 に,実 作 の上 で は アメ リカ的 で あ った とい え る。

28)OmerAkin"AStylenamedPost・Modem"("AD"8-9/'79)参 照,こ こで

ア キ ン はPMの"modern"を 「建 築 にお け る国 際様 式 の原理 と実 施 に関 す る もの 」

-86一



と解 して い る。

29)ヴ ェンチ ュー リは 「ア レ ン ・メ モ リア ル 美術 館 」 の増 改 築('73)に お い て,入 口 に1

ジ ョー ク まが い の ネオ ・イオ ニ ア式 木柱(ミ ッキ ー ・マ ウス ・コ ラム)を 配 したが,

ム ー ア も また ニ ュ ー オ ー リン ズ の 「イ タ リア広 場 」('75)で アイ ロニ カル な古 典 的

オ ー ダ ー の模 造 物 を用 い て い る。 ま た フ ィ リ ッ プ ・ジ ョン ソ ン も,や やお くれ て'

78年,は じめ て歴 史 様 式 に 目を向 けた超 高 層AT&Tビ ル の計 画 案 を発 表 して,い

ち早 くPMへ の転 向 を示 して 話題 とな っ た。

30)過 去 を どの よ うに現 在 に あ らし め るか とい う理 論 的 課題 と とも に,様 式 柱 を どう扱

うか に つ い て の具 体 的課 題 が 建 築 家 た ち に与 え られ た とい う。 参加 し た建 築 家 の主

た る もの と して は,ア メ リカか ら は,ヴ ェ ン チz一 リ,ム ー ア,マ イ ケル,グ レイ

ヴス,-ー バ ー ト ・ス タ ー ン,ス タ ン リー ・タ イ ガ ーマ ン等,ヨ ー ロ ッパ 側 か ら は,

リカ ル ド ・ボ フ ィー ル,ハ ンス ・ホ ラ イ ン,レ オ ン ・ク リエ,マ ティアス ・ウンガー

ス 等で,日 本 か ら は磯 崎新 が加 わ って い る。

31)ジ ェ ンク ス は 日本 で の講 演 「ポ ス ト ・モダ ン ・ク ラ シ シズ ム」('80-11月)の 中 で,

特 に この建 物 に つ い て時 間 を割 き,こ れ を高 く評 価 して い る。("a+u",'81-2

月)参 照

32)日 経 アー キ テ クチ ュア('84-12-31)

33)註2)参 照 。 この 時 点 で のPM関 係 の受 賞 者 は毛 綱 一人 だ け だっ たが,翌'86年 に

は同時 に3作 も選 ば れ る こ とでPMの 評 価 を一 層 確 実 な もの と して今 日に至 って い

る。

34)「 現 代 デザ イ ン の展 望 一 ポス ト ・モダ ンの地 平 か ら」('85厂 京 都 」,'86「 東 京」)

「ポ ス トモ ダ ン の建築1960-1986近 代 の見 な お し」('86「 東京 」)

35)完 成 時 この建 物 は,P.ゴ ー ル ドバ ー ガー に よ り,ニ ュ ー ヨー ク ・タイ ム ズ紙 上 で

高 く評 価 され て い『る。('86.10.26)こ の時 点 で彼 の 巨匠 と して の 国際 的地 位 が 確定

した こ と は,同 年 彼 の イ ギ リス の 「王室 建 築 金 賞 」受 賞 に も うか が え よ う。

36)H-R・ ヒ ッチ コ ッ ク,P・ ジ ョン ソ ン 「イ ンタ ー ナ シ ョナル ・ス タイ ル」 武 澤秀

一訳(鹿 島 出版 会
,'78)

37)Contextualism,Allusionism,Ornamentalism.「 新 建 築 」 臨 時増 刊,('77-12月)

参照

38)R・ ヴ ェ ンチ ュー リ他 「ラ スベ ガ ス 」(原 名"LearningFromLasVegas")石 井 和

紘 ・伊 藤 公文 共 訳(鹿 島 出版会,'78)p.151
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39)前 掲 書,pp.215～216.ヴ ェ ン チ ュ ー リが 批 判 す る,モ ダ ニ ズ ム の 「格 調 と独

創 」("Heroic&Original")と は,こ うし た 「あ ひ る」 の属 性 に他 な らな い 。

40)DessauBauhaus.(1925年 は,ヨ ー ロ ッパ ・モ ダ ニ ズム の確 立 を象 徴 す るバ ウハ ウ

ス校 舎 の 完 成 の年 で あ り,ワ ル タ ー ・グ ロ ピウ スの 国際 建 築宣 言 の年 で もあ る。)

41)ル ・コル ビュ ジ ェ の 「レ スプ リヌ ー ヴ ォ館 」 の み例 外 と して,モ ダニ ズ ム 関係 はす

べ て 会場 か ら閉 め 出 さ れ たが,そ の 最 もい ち じる しい除外 はバ ウハ ウス芸 術 で あ っ

た といわ れ る。 ベ ヴ ィ ス ・ヒ リアー 「アー ル ・デ コ」西沢 信 弥 訳,(PARCO'76)p.83

42)ヒ リアー,上 掲 書,p.100

43)キ ッチュ の 正面 の敵 は機 能 主義 だ とす るA・ モ ル は,い か に包 摂 的 とはい え,「 キ ッ

チ ュ は あ らゆ る もの を受 け入 れ る とい うの で はな い。 特 に 自 らの敵,機 能 主 義 の 誕

生 に は激 しい敵 意 を示 す」 との べ て い る。 ア ブ ラ ム ・モ ル 「キ ッチ ュの心 理 学 」 万

沢 訳(法 制 大 出版 局,'86)pp.97～98,p.171～174.

44)PMに お け る折 衷 主 義 の思 想 は,今 日な お根 強 い もの が あ る る。 磯 崎新 は 自分 の 方

法 を 「分 裂 症 的 折 衷 主 義 」 と 呼 ん だ が,ジ ェ ン ク ス も ま たか つ て,"Radical

Eclecticism"と 呼 ん だ こ とが あ る。

45)柏 木 博 厂装 飾 へ の欲 望 」 ユ リイ カ,'84-12,p.142

ヒ リアー は アー ル ・デ コへ の影 響 路線 として,キ ュ ビス ム,表 現 主 義,未 来 主 義,

渦 巻 主 義,ア メ リカ ・イ ンデ ィア ン美 術,ブ ラ ジル,古 代 エ ジ プ ト美術 な どをあ げ

て い る。(ビ リヤー 〈前 掲 書 〉参 照)

46)一 般 に 機 能 主 義 とそ の反 ・テ ー ゼ と し て の キ ッチ ュ の 関連 性 につ い て は,前 掲 の

A・ モル の著 書 を参 照 され た い。

47)セ ン ト ・ル イ ス の ブル イ ッ ト ・ア イ ゴ ー 団地 棟 の と りこわ しを 「モ ダ ニズ ム建 築 の

死 」 と う け とめ,「 そ の死 亡 日時 まで 正 確 に記 す こ とが 出来 る」 との べ て い る。(邦

訳 書,P.12)

48)松 葉一 清 「ポス ト ・モ ダ ンの座 標 」(鹿 島出版 会,'88)pp.38～
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